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(57)【要約】
【課題】印字ユニットの装置本体内への移動を阻止して
、ロール紙の交換作業を容易に行う。
【解決手段】ハウジング１０２に形成された開口部から
引き出しおよび収納可能なプリンタユニット１０５を備
えたプリンタ１００において、プリンタユニット１０５
は、用紙がロール状に巻回されたラベル用紙１１２を回
転可能に保持する用紙保持軸１１７および側壁１２０と
、プリンタユニット１０５のハウジング１０２に対する
引き出しおよび収納動作に応じて、用紙保持軸１１７お
よび側壁１２０に対して開放および閉止自在に設けられ
る第２アーム２０５と、プリンタユニット１０５がハウ
ジング１０２から引き出されている場合に、用紙保持軸
１１７および側壁１２０に対して開放された第２アーム
２０５を、ハウジング１０２の開口部を形成する枠部に
当接させる方向に付勢するスプリング２０６とを備える
。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　装置本体に形成された開口部から引き出しおよび収納可能な印字ユニットを備えた印刷
装置において、
　前記印字ユニットは、
　側壁と、前記側壁に片持ち状態で維持され、用紙がロール状に巻回されたロール紙を挿
入した状態で回転可能に保持する用紙保持軸と、を含む用紙保持部と、
　前記印字ユニットの前記装置本体に対する引き出し動作に応じて、前記用紙保持軸に保
持された前記ロール紙の前記側壁側の第１端面とは反対側の第２端面に対して開放および
閉止自在に設けられる当接体と、
　前記第２端面に対して閉止された前記当接体を、前記用紙保持軸の軸心方向に付勢して
前記第２端面に当接させる付勢部と、
　を備えることを特徴とする印刷装置。
【請求項２】
　前記側壁は、前記第１端面に当接することで、前記ロール紙を位置決めする基準面とし
て機能する、
ことを特徴とする請求項１に記載の印刷装置。
【請求項３】
　前記基準面から前記用紙保持軸によりロール紙が位置付けられる側に突出する第１アー
ムをさらに備え、
　前記当接体は、前記第１アームに対して回動可能に支持点Ｏで支持される第２アームで
あり、
　前記付勢部は、一方の端部を前記第１アームにおける接続点Ｘに接続され、他方の端部
を前記第２アームにおける接続点Ｙに接続されるスプリングであり、前記ロール紙側の角
ＸＯＹ＞１８０°である場合に前記第２アームを前記ロール紙の第２端面を開放する第１
回動方向に付勢し、前記ロール紙側の角ＸＯＹ＜１８０°である場合に前記第２アームを
前記第１回動方向とは反対方向である第２回動方向に付勢する、
ことを特徴とする請求項２に記載の印刷装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、印刷装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、食品等の商品に関連する情報を印字したラベルやレシート等を発行するプリ
ンタがある（例えば、特許文献１参照）。この特許文献１のプリンタでは、装置本体であ
るハウジングの内部に第１、第２のプリンタ機構（印字ユニット）が備えられており、各
プリンタ機構には、画像印刷機構やシート搬送機構が備えられている。
【０００３】
　このようなラベルプリンタでは、ロール紙に所定の印字データに基づく印字を行ってい
き、ロール紙を使い切ってしまうと新たなロール紙を補充するロール紙の交換作業が必要
となる。その際、例えば、ロール紙を収容した印字ユニットを装置本体から引き出して、
引き出した状態でロール紙の交換作業を行う。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上述したように、装置本体から印字ユニットを引き出してロール紙の交
換作業を行う装置の場合、その作業中に手や腕等が当たることなどで押圧されることによ
り、引き出した印字ユニットが装置本体の内部に向かって移動すると、印字ユニットの位
置が安定せず、ロール紙の交換作業が困難であるという問題があった。
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【課題を解決するための手段】
【０００５】
　実施形態の印刷装置は、装置本体に形成された開口部から引き出しおよび収納可能な印
字ユニットを備えた印刷装置において、前記印字ユニットは、側壁と、前記側壁に片持ち
状態で維持され、用紙がロール状に巻回されたロール紙を挿入した状態で回転可能に保持
する用紙保持軸と、を含む用紙保持部と、前記印字ユニットの前記装置本体に対する引き
出し動作に応じて、前記用紙保持軸に保持された前記ロール紙の前記側壁側の第１端面と
は反対側の第２端面に対して開放および閉止自在に設けられる当接体と、前記第２端面に
対して閉止された前記当接体を、前記用紙保持軸の軸心方向に付勢して前記第２端面に当
接させる付勢部と、を備える。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
【図１】図１は、実施形態のプリンタの外観を示す斜視図である。
【図２】図２は、プリンタユニットが収納された状態のプリンタの概略的な断面図である
。
【図３】図３は、プリンタユニットがハウジングから引き出された状態を示す斜視図であ
る。
【図４】図４は、ロール紙保持機構の詳細を示す斜視図である。
【図５】図５は、ロール紙保持機構の動作を示す概略的な平面図である。
【発明を実施するための形態】
【０００７】
　以下に添付図面を参照して、印刷装置の最良な実施の形態を詳細に説明する。以下では
、実施形態の印刷装置を、食品等の商品に関連する情報を印字したラベルやレシートを発
行するプリンタに適用した例を示すが、これに限定されることなく用紙等の記録媒体に各
種情報を印字する装置であればいずれの装置に適用してもよい。
【０００８】
　図１は、実施形態のプリンタ１００の外観を示す斜視図である。プリンタ１００は、略
直方体形状のハウジング１０２を有する。このハウジング１０２の上面には、テンキー等
の各種のキーを含んで構成される操作パネル１０３と、液晶ディスプレイを有する表示部
としてのディスプレイ１０４とが設けられている。ハウジング１０２の正面側には開口部
が形成されており、その内部には、二つのプリンタユニット１０５、１０６が横並びに収
納されている。
【０００９】
　いずれのプリンタユニット１０５、１０６にも、その正面にはフロントパネル１０５ａ
、１０６ａが取り付けられている。フロントパネル１０５ａ、１０６ａの上部には、発行
口１０５ｂ、１０６ｂが開口されている。フロントパネル１０５ａ、１０６ａの下部には
、把持部１０５ｃ、１０６ｃが形成されている。また、いずれのプリンタユニット１０５
、１０６も、装置本体の正面方向に開口部が形成されたハウジング１０２に引き出しおよ
び収納可能に取り付けられている。作業者は把持部１０５ｃ、１０６ｃを把持してプリン
タユニット１０５、１０６をハウジング１０２から引き出すことができる。
【００１０】
　図１中、プリンタ１００の正面に隣接配置された機器は、計量装置１０８である。計量
装置１０８は、扁平形状の本体装置１０９と、この本体装置１０９の上面に取り付けられ
た計量皿１１０とにより構成される。本体装置１０９は、計量皿１１０に載置された品物
の重量を計量し、その計量データを出力する機能を有する。プリンタ１００と計量装置１
０８とは電気的に接続されている。計量装置１０８から出力された計量データは、プリン
タ１００に入力される。
【００１１】
　図２は、プリンタユニット１０５がハウジング１０２に収納された状態のプリンタ１０
０の概略的な断面図である。図２では、二つのプリンタユニット１０５、１０６のうち、
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プリンタ１００の正面側から見て右側に位置する一方のプリンタユニット１０５について
示している。左側に位置する他方のプリンタユニット１０６は、図２に示すプリンタユニ
ット１０５と左右対称となる構造を有している。以下、右側に位置するプリンタユニット
１０５についてのみ説明し、左側に位置するプリンタユニット１０６については、説明を
省略する。
【００１２】
　本実施の形態において、プリンタユニット１０５に用いるラベル用紙１１２は、ロール
状に巻回されたロール紙である。ラベル用紙１１２は、複数枚のラベル１１３を長尺状の
台紙１１４に列状に貼付し、これを紙管１１５に巻き付けてロール状に巻回したものであ
る。ラベル１１３には、加熱によって発色する感熱ラベルが用いられている。
【００１３】
　プリンタユニット１０５は、用紙保持軸１１７とプラテン１１８と台紙巻取軸１１９と
を備える。用紙保持軸１１７は、紙管１１５を挿入させてラベル用紙１１２を保持する。
プラテン１１８は、ラベル用紙１１２を搬送する。そして、台紙巻取軸１１９は、ラベル
用紙１１２が有する台紙１１４を巻き取る。用紙保持軸１１７、プラテン１１８、台紙巻
取軸１１９はいずれも、プリンタユニット１０５が有する側壁１２０から突出して片持ち
状態に維持されている。この用紙保持軸１１７と台紙巻取軸１１９とによって、プリンタ
ユニット１０５には、用紙保持軸１１７から台紙巻取軸１１９に至るラベル用紙１１２の
案内経路１２２が形成される。
【００１４】
　プリンタユニット１０５は、剥離部１２１を有している。この剥離部１２１は、案内経
路１２２におけるプラテン１１８の下流側近傍に配置され、ラベル用紙１１２の台紙１１
４のみをラベル１１３から離反させる方向に鋭角に屈曲させる。この剥離部１２１により
、印字済みのラベル１１３は台紙１１４から剥離されて発行口１０５ｂから発行され、台
紙１１４は屈曲されて台紙巻取軸１１９に導かれる。
【００１５】
　用紙保持軸１１７は、上述のようにプリンタユニット１０５の側壁１２０に片持ち状態
で水平に維持され、ラベル用紙１１２の紙管１１５に挿入した状態でラベル用紙１１２を
保持する。すなわち、側壁１２０は、ラベル用紙１１２の一方の端面である第１端面１１
２ａに当接することで、ラベル用紙１１２を位置決めする基準面として機能する。また、
用紙保持軸１１７は、この基準面となる側壁１２０による端面基準でロール状に巻回され
たラベル用紙１１２を回転可能に保持する用紙保持部として機能する。
【００１６】
　用紙保持軸１１７に保持されたラベル用紙１１２は、側壁１２０側（図２における奥側
）ではなく、その反対側、すなわちラベル用紙１１２の開放側（図２における手前側）を
向いている第２端面１１２ｂを回動部材２０２に付勢され、ラベル用紙１１２の幅方向（
用紙保持軸１１７の軸心方向）に押し込まれる。一方、ラベル用紙１１２の第１端面１１
２ａは、基準面となる側壁１２０に当接する。このように、ラベル用紙１１２は、側壁１
２０と回動部材２０２とによって挟まれることで、案内経路１２２に沿ってラベルが引き
出される際に幅方向に移動しようとする動きが規制される。
【００１７】
　回動部材２０２は、ロール紙保持機構２０１の一部をなすアーム主部２０３の先端に回
動部材用回動軸２０７を介して回動可能に取り付けられ、アーム主部２０３が回動しラベ
ル用紙１１２の第２端面１１２ｂに干渉することによって回転変位する。回動部材２０２
およびアーム主部２０３を含むロール紙保持機構２０１の構造の詳細については、図４、
５に基づいて後述する。
【００１８】
　プラテン１１８は、案内経路１２２に対し下側に配置されている。このプラテン１１８
は、プラテン用モータ（図示せず）からギア列（図示せず）を介して駆動力を受けて回転
し、案内経路１２２上のラベル用紙１１２に搬送力を付与し、用紙保持軸１１７に保持さ
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れたラベル用紙１１２を案内経路１２２に沿って引き出す。このように、プラテン１１８
とプラテン用モータとギア列とは、ラベル用紙１１２を引き出して案内経路１２２に沿っ
て搬送する搬送部として機能する。
【００１９】
　台紙巻取軸１１９は、巻取用モータ（図示せず）から側壁１２０の裏面側に配列されて
いるギア列（図示せず）を介して駆動力を受けて回転し、剥離部１２１を通過したラベル
用紙１１２のうち台紙１１４のみを巻き取る。剥離部１２１及び台紙巻取軸１１９は、こ
の台紙巻取軸１１９が台紙１１４を巻き取って剥離部１２１の部分で台紙１１４を鋭角に
屈曲させる位置にそれぞれ位置付けられている。
【００２０】
　ハウジング１０２の内側下方には、一対のレール１１１が設けられている。レール１１
１は、ハウジング１０２の正面側に設けられた開口部から奥側に向けて水平に延びており
、プリンタユニット１０５をスライド自在に支持している。このため、作業者は、プリン
タユニット１０５の把持部１０５ｃを把持して引き出すことで、レール１１１に沿ってプ
リンタユニット１０５を正面方向に向けてスライド移動させ、ハウジング１０２に収納さ
れた状態（図２）からハウジング１０２の外部まで引き出された状態（図３参照）に位置
づけることができる。また、作業者は、この把持部１０５ｃを把持して、レール１１１に
沿ってプリンタユニット１０５を奥側方向に向けてスライド移動させ、引き出された状態
（図３参照）から収納された状態（図２）に位置づけることもできる。
【００２１】
　ハウジング１０２の内部上方には、サーマルヘッド１２５が配置されている。このサー
マルヘッド１２５は、ライン型のサーマルプリントヘッドで、プリンタユニット１０５が
ハウジング１０２に収納された状態においてプラテン１１８と対向する位置に取り付けら
れている。サーマルヘッド１２５は、プラテン１１８とともに印字部１２６を構成する。
【００２２】
　図３は、プリンタユニット１０５がハウジング１０２から引き出された状態を示す斜視
図である。プリンタユニット１０５の骨格は、前述した側壁１２０を有する側部フレーム
１３０と、底部をなす底部フレーム１３１とを中心に構成されている。底部フレーム１３
１の一方の側部には、側部フレーム１３０が固定取付されている。そのため、プリンタユ
ニット１０５は、正面側から見て略Ｌ字形状をなしている。側部フレーム１３０の側壁１
２０は、底部フレーム１３１に対して平行に、用紙保持軸１１７および台紙巻取軸１１９
を片持ち状態に支持している。底部フレーム１３１の両側部分は、レール１１１を介して
、ハウジング１０２にスライド自在に支持されている。
【００２３】
　本実施の形態のプリンタ１００は、フロントパネル１０５ａ、１０６ａ側が、プリンタ
ユニット１０５、１０６を収納する際の奥側より高くなるように傾斜している。この傾斜
によって、プリンタユニット１０５、１０６は、重力によりハウジング１０２に収納され
る方向に力が掛かるため、プリンタユニット１０５、１０６が不要に引き出されることで
プリンタ１００がプリントパネル１０５ａ、１０６ａ側に傾き転倒することを防止してい
る。
【００２４】
　ここで、ロール紙保持機構２０１について説明する。図４は、ロール紙保持機構２０１
の詳細を示す斜視図である。図３、４に示すように、ロール紙保持機構２０１は、第１ア
ーム２０４と、第２アーム２０５と、スプリング２０６（付勢部）とを備えて構成されて
おり、用紙保持軸１１７に保持されたラベル用紙１１２の第２端面１１２ｂに当接したり
、ハウジング１０２の枠部に当接することができる構造となっている。
【００２５】
　第２アーム２０５は、前述した回動部材２０２とアーム主部２０３とが、回動部材用回
動軸２０７を介して回動自在に接続されて構成されている。第２アーム２０５は、第１ア
ーム２０４と接続された一方の端部近傍の垂直軸２０８を回動中心として回動変位し、自
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由端側（他方の端部側）でラベル用紙１１２の第２端面１１２ｂに当接する当接体として
機能する。そして、第２アーム２０５は、プリンタユニット１０５のハウジング１０２（
装置本体）に対する引き出しおよび収納動作に応じて、用紙保持軸１１７および側壁１２
０からなる用紙保持部に対して開放および閉止自在に設けられている。
【００２６】
　第１アーム２０４は、プリンタユニット１０５がハウジング１０２に収納された場合の
側部フレーム１３０の奥側上端位置に固定取付され、側壁１２０から用紙保持軸１１７お
よび台紙巻取軸１１９と同一方向に突出している。この第１アーム２０４は、断面コ字形
に形成され、対向する両端面によってアーム主部２０３を回動自在に支持している。これ
により、アーム主部２０３は、垂直軸２０８を中心に、第１アーム２０４に支持されてい
ない自由端側の部分を、用紙保持軸１１７に保持されているラベル用紙１１２の第２端面
１１２ｂに対し近接離反させるよう回動可能となっている。
【００２７】
　アーム主部２０３の自由端側の先端には、回動部材用回動軸２０７を介して、垂直軸２
０８周りに回動自在に回動部材２０２が取り付けられている。回動部材２０２は、ラベル
用紙１１２の第２端面１１２ｂに当接する当接面２０２ａを有する。
【００２８】
　スプリング２０６は、第１アーム２０４とアーム主部２０３とに掛け渡され、一方の端
部が側壁１２０に取り付けられている第１アーム２０４の根元近傍に、他方の端部がアー
ム主部２０３における垂直軸２０８の近傍の箇所に、それぞれ接続されている。スプリン
グ２０６は、用紙保持部に対して開放された第２アーム２０５（回動部材２０２およびア
ーム主部２０３）を、ハウジング１０２の開口部を形成する枠部に近接させる第１回動方
向（図４における矢印Ｒ２方向）に引張付勢している。また、スプリング２０６は、用紙
保持部に対して閉止された第２アーム２０５をラベル用紙１１２の第２端面１１２ｂに近
接する方向であって、第１回動方向と反対方向である第２回動方向（図４における矢印Ｒ
１方向）に引張付勢している。
【００２９】
　このように、ロール紙保持機構２０１は、スプリング２０６によって第２アーム２０５
を矢印Ｒ１方向に回動するように付勢することにより、第２アーム２０５の回動部材２０
２を第２端面１１２ｂに当接させて、ラベル用紙１１２の第１端面１１２ａを基準面であ
る側壁１２０に当接させて、ラベル用紙１１２の幅方向の動きを規制する。
【００３０】
　一方、ロール紙保持機構２０１は、プリンタユニット１０５がハウジング１０２から引
き出されている場合に、スプリング２０６によって第２アーム２０５を矢印Ｒ２方向に回
動するように付勢することにより、第２アーム２０５のアーム主部２０３をハウジング１
０２の枠部に当接させて、プリンタユニット１０５がハウジング１０２の内部へ移動する
ことを阻止できる。これにより、上述したように本実施の形態のプリンタ１００はフロン
トパネル１０５ａ側が高くなるように傾斜しているため、ラベル用紙１１２の交換作業な
どでプリンタユニット１０５を引き出す場合に、重力によってプリンタユニット１０５が
ハウジング１０２内に収納されてしまうのを阻止することができる。
【００３１】
　ロール紙保持機構２０１についてより詳細に説明すると、第１アーム２０４は、断面コ
字形状の長尺状の部材であり、コ字上片２０４ａと、コ字下片２０４ｂと、これらを連結
するコ字側辺２０４ｃとを有する。また、第１アーム２０４は、第２アーム２０５が接続
された端部と反対側の端部に、コ字形状の断面方向を向く平板形状の取付用当接部２１０
を有する。取付用当接部２１０には、螺子止め等によって第１アーム２０４をプリンタユ
ニット１０５の側壁１２０に固定取付するための取付孔２１０ａが形成されている。取付
用当接部２１０には、スプリング２０６の一端を取り付けるためのスプリング取付部２１
１が設けられている。コ字側辺２０４ｃにおけるアーム主部２０３側の端部には、ストッ
パ（不図示）が突設されている。
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【００３２】
　また、アーム主部２０３は、第１アーム２０４に内接可能な断面コ字形状の長尺状であ
って、回動部材２０２側の部分が下方にシフトする形状に形成された部材であり、コ字上
片２０３ａと、コ字下片２０３ｂと、これらを連結するコ字側辺２０３ｃとを有する。コ
字側辺２０３ｃの第１アーム２０４側の部分には、スプリング２０６の他方の端部を取り
付けるためのスプリング取付部２１３が設けられている。また、このコ字側辺２０３ｃの
コ字外側には、第１アーム２０４のストッパに当接する段部（不図示）が形成されている
。
【００３３】
　第１アーム２０４とアーム主部２０３とは、軸部に切り溝が形成された頭付シャフトと
、この切り溝に嵌合するＥリングとによって、垂直軸１０８で回動自在に接続される。ま
た、アーム主部２０３の、第１アーム２０４に接続する端部とは反対側の端部には、回動
部材用回動軸２０７を貫通挿入することによって回動部材２０２が回動自在に取り付けら
れる。
【００３４】
　図５は、ロール紙保持機構２０１の動作を示す概略的な平面図である。スプリング２０
６の両端は、第１アーム２０４に設けられたスプリング取付部２１１と、アーム主部２０
３に設けられたスプリング取付部２１３とのそれぞれに取り付けられている。ここで、第
１アーム２０４において垂直軸２０８（点Ｏ）からスプリング取付部２１１（点Ｘ）に向
かって延びる半直線ＯＸと、アーム主部２０３において垂直軸２０８（点Ｏ）からスプリ
ング取付部２１３（点Ｙ）に向かって延びる半直線ＯＹとのなす角をθとする。
【００３５】
　第１アーム２０４とアーム主部２０３とが、θ＜１８０°なる位置関係にある場合（こ
のときのアーム主部２０３の位置を、図５では二点鎖線で示す）、スプリング２０６は、
回動部材２０２の当接面２０２ａをラベル用紙１１２の第２端面１１２ｂに近接させる第
２回動方向（矢印Ｒ１方向）に回動変位するよう、アーム主部２０３を引張付勢する。こ
の場合、回動部材２０２が第２端面１１２ｂを当接することにより、ラベル用紙１１２の
幅方向の動きを規制できる。
【００３６】
　そして、アーム主部２０３が第１アーム２０４に対してθ＞１８０°となる位置に位置
付けられると、スプリング２０６は、回動部材２０２の当接面２０２ａをラベル用紙１１
２の第２端面１１２ｂから離反させ、ハウジング１０２の枠部に近接させる第１回動方向
（矢印Ｒ２方向）に回動変位するよう、アーム主部２０３を引張付勢する。この場合、ア
ーム主部２０３をハウジング１０２の枠部に当接させることにより、プリンタユニット１
０５がハウジング１０２の内部へ移動することを阻止できる。
【００３７】
　なお、θ＝１８０°となる場合は、第１回動方向および第２回動方向のいずれにも付勢
されることがない。この場合のアーム主部２０３の位置を、図５では一点鎖線で示してい
る。
【００３８】
　アーム主部２０３は、第１回動方向（矢印Ｒ２方向）に回動変位される過程でθ＝所定
角α（但し、α＞１８０°）の位置に位置付けられた場合（このときのアーム主部２０３
の位置を、図５では実線で示す）、コ字側辺２０３ｃに形成された段部（不図示）が第１
アーム２０４に設けられたストッパ（不図示）に突き当たって、このθ＝所定角αとなる
位置で停止する。すなわち、ストッパと段部とは、アーム主部２０３をθ＝所定角αとな
る位置に保持する保持機構を構成する。
【００３９】
　ハウジング１０２にロール紙保持機構２０１を取り付ける際の水平方向の取付位置につ
いて説明する。回動部材２０２がラベル用紙１１２の第２端面１１２ｂに当接している状
態では、第２アーム２０５がプリンタユニット１０５の引き出しまたは収納の際にハウジ
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ング１０２に干渉されることなくラベル用紙１１２の第２端面１１２ｂを押圧し、アーム
主部２０３がストッパと段部とによる保持機構に保持された状態では、ハウジング１０２
の通過空間を跨いで位置付けられ回動部材２０２がハウジング１０２の開口部を形成する
枠部よりも右方に突出するよう、ロール紙保持機構２０１の第１アーム２０４が側部フレ
ーム１３０の側壁１２０に取り付けられる。
【００４０】
　以上のように構成される本実施の形態のプリンタ１００は、商用電源から給電されるこ
とで、ハウジング１０２に内蔵されたマイクロコンピュータ（図示せず）が各部を駆動制
御して印字処理を実行する。この印字処理が行われる際、プリンタ１００では、紙管１１
５を挿入させて用紙保持軸１１７に保持されたラベル用紙１１２は、プラテン１１８が回
転することで案内経路１２２に沿って搬送され、サーマルヘッド１２５によってラベル用
紙１１２に印字データに基づく印字が行なわれる。この印字データには、例えば、計量装
置１０８の本体装置１０９が出力する計量皿１１０に載置された品物の計量データが含ま
れる。このように印字処理と同時に、マイクロコンピュータは、巻取用モータ（図示せず
）を駆動制御して台紙巻取軸１１９を回転し、ラベル用紙１１２の一部をなす台紙１１４
を巻き取る処理も行う。印字が行われたラベル１１３は、剥離部１２１によって台紙１１
４から剥離され、発行口１０５ｂから発行される。
【００４１】
　各部の制御駆動が行われることにより、用紙保持軸１１７に装着されたラベル用紙１１
２は、プラテン１１８によって引っ張られて用紙保持軸１１７の軸回り方向に回転するだ
けでなく、用紙保持軸１１７の軸心方向（ラベル用紙１１２の幅方向）にも動き、その第
２端面１１２ｂがロール紙保持機構２０１を構成する回動部材２０２の当接面２０２ａに
当接する。この回動部材２０２は、スプリング２０６からの第２回動方向（図４における
矢印Ｒ１方向）への付勢力を受けて、側部フレーム１３０の側壁１２０の方向に付勢され
ている。このため、ラベル用紙１１２は、回動部材２０２に付勢されて、ラベル用紙１１
２の第１端面１１２ａが基準面となる側壁１２０に当接し、この側壁１２０と回動部材２
０２とに挟まれて幅方向に動かなくなる。加えて、回動部材２０２は、鉛直方向に向けら
れた回動部材用回動軸２０７の軸回り方向に回動するため、用紙保持軸１１７に装着され
るラベル用紙１１２の用紙幅の大小問わず、回動部材２０２の当接面２０２ａをラベル用
紙１１２の第２端面１１２ｂで面的にフィットさせて、ラベル用紙１１２の幅方向の動き
を確実に規制することができる。
【００４２】
　また、本実施の形態のロール紙保持機構２０１では、保持機構（第１アーム２０４のス
トッパ及びアーム主部２０３の段部）によって、アーム主部２０３を開放状態に保持する
ことができる。このため、作業者は、プリンタユニット１０５をハウジング１０２から引
き出した状態で、アーム主部２０３を手で保持することなしに、ラベル用紙１１２を用紙
保持軸１１７に装着する作業を手軽に行うことができる。
【００４３】
　また、本実施の形態のロール紙保持機構２０１では、プリンタユニット１０５が引き出
されている場合に、アーム主部２０３がスプリング２０６からの第１回動方向（図４にお
ける矢印Ｒ２方向）への付勢力を受けて付勢される。このため、アーム主部２０３は、ハ
ウジング１０２に当接し、プリンタユニット１０５のハウジング１０２内部への移動を阻
止し、プリンタユニット１０５が安定するため、ラベル用紙１１２の交換作業を容易に行
うことができる。
【００４４】
　このように、本実施の形態のプリンタ１００では、ラベル用紙１１２の幅方向の動きの
規制および、ラベル用紙１１２の交換作業時におけるプリンタユニット１０５の装置本体
内への移動の阻止を、スプリング２０６や第１アーム２０４等の簡単な構造物のみを用い
て構成されたロール紙保持機構２０１をプリンタユニット１０５に螺子止め等によって固
定取付するだけで実現することができる。従って、簡易な構造でロール紙の斜行防止を実
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現することができるとともに、ラベル用紙１１２の交換作業を容易に行うことができる。
【符号の説明】
【００４５】
　１００　　　プリンタ
　１０２　　　ハウジング
　１０３　　　操作パネル
　１０４　　　ディスプレイ
　１０５、１０６　プリンタユニット
　１０５ａ、１０６ａ　フロントパネル
　１０５ｂ、１０６ｂ　発行口
　１０５ｃ、１０６ｃ　把持部
　１０８　　　計量装置
　１０９　　　本体装置
　１１０　　　計量皿
　１１１　　　レール
　１１２　　　ラベル用紙
　１１２ａ　　第１端面
　１１２ｂ　　第２端面
　１１３　　　ラベル
　１１４　　　台紙
　１１５　　　紙管
　１１７　　　用紙保持軸
　１１８　　　プラテン
　１１９　　　台紙巻取軸
　１２０　　　側壁
　１２１　　　剥離部
　１２２　　　案内経路
　１２５　　　サーマルヘッド
　１２６　　　印字部
　１３０　　　側部フレーム
　１３１　　　底部フレーム
　２０１　　　ロール紙保持機構
　２０２　　　回動部材
　２０２ａ　　当接面
　２０３　　　アーム主部
　２０３ａ　　コ字上片
　２０３ｂ　　コ字下片
　２０３ｃ　　コ字側辺
　２０４　　　第１アーム
　２０４ａ　　コ字上片
　２０４ｂ　　コ字下片
　２０４ｃ　　コ字側辺
　２０５　　　第２アーム
　２０６　　　スプリング
　２０７　　　回動部材用回動軸
　２０８　　　垂直軸
　２１０　　　取付用当接部
　２１０ａ　　取付孔
　２１１、２１３　スプリング取付部
【先行技術文献】
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